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問　AI 時代には
野生的発想が必要

答 　新たな発想と創造力を発揮する

問　国体の準備状況・
機運醸成は

答 　「とうかい国体盛り上げ隊」発足

問　
Ａ
Ｉ
の
普
及
と
人
口

減
少
に
よ
っ
て
急
激
な
社

会
変
革
が
全
国
的
に
始

ま
っ
て
い
る
。Ａ
Ｉ
を
使
っ

て
の
施
策
・
政
策
決
定
が

で
き
る
時
代
。

　

こ
の
よ
う
な
変
革
時
代

で
の
役
場
職
員
の
働
き
方

に
つ
い
て
制
度
的
だ
け
で

な
く
、
意
識
及
び
思
考
改

革
が
必
要
で
あ
る
。

　

思
考
改
革
と
は
、
聞

き
慣
れ
な
い
言
葉
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、

動
物
が
家
畜
と
野
生
動

物
に
区
分
で
き
る
よ
う

に
、
人
間
も
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
的
・
前
例
踏
襲
的

な
発
想
に
よ
る
思
考
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
臨

機
応
変
に
即
対
応
で
き
る

野
生
的
思
考
・
生
き
方
に

分
け
ら
れ
る
。
野
生
動
物

的
思
考
・
発
想
（
あ
る
物

を
有
効
利
用
し
た
り
、
長

期
的
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
考
え
・

発
想
に
よ
る
行
動
力
等
）

が
、
こ
れ
か
ら
の
役
場
職

員
に
は
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答　

全
て
の
事
を
「
自

分
事
」
と
し
て
捉
え
、
新

た
な
発
想
で
意
識
改
革
を

行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
変
革
す
る
時
代
の

変
化
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
国
体
及
び
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
の
準
備
状
況
は
。

答　

４
月
か
ら
、
国
体
・

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
を
新
設

し
、
体
制
の
強
化
と
開
催

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
る
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
協
賛
の
募
集
を
開
始

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
各
方

面
に
協
力
を
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
国
体
を

契
機
と
し
た
地
域
の
活
性

化
を
図
る
べ
く
、
商
工
会

青
年
部
や
真
崎
区
自
治

会
、
観
光
協
会
等
か
ら
隊

員
の
推
薦
を
頂
き
「
と
う

か
い
国
体
盛
り
上
げ
隊
」

を
発
足
し
、
多
く
の
村
民

を
巻
き
込
ん
だ
活
動
を
展

開
し
て
い
く
。

問　
役
場
職
員
の
関
わ
り
方

は
。

答　
大
会
期
間
中
は
、
１

日
１
４
０
名
以
上
の
職
員

が
国
体
業
務
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
る
。
来
庁
さ
れ

る
お
客
様
に
不
便
の
な
い

よ
う
、
事
前
周
知
を
徹
底

す
る
。

問　
機
運
醸
成
の
取
り
組
み

が
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う
に

村
に
影
響
し
て
い
く
か
。

答　

盛
り
上
げ
隊
の
理

念
や
活
動
に
つ
い
て
は
、

国
体
ま
で
の
一
過
性
に
終

わ
る
こ
と
な
く
、
国
体
終

了
後
も
村
民
と
行
政
と
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
意
識
の
醸
成
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

手
当て

前期今期

ホッケーフェスタのようす
機運醸成の取り組みのひとつ

野生的思考によるコミュニケーション能力が
求められる時代になるのでは




